
（別紙３）

〜 2026年 2⽉ 15⽇

（対象者数） 24 （回答者数） 17

〜 2026年 2⽉ 15⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・理学療法的な観点からプログラムを⾒直し、より専⾨的
な運動療育を⽬指していけるよう研修等への積極的な参加
をする。

2

・今後はより構造化を強化した環境設定をしていく。
・スケジュールの貼りだしや、写真、イラストなどを使っ
た視覚⽀援の充実を図る。

3

・事業所内研修を実施する。
・⽀援会議の内容を要点のみまとめ、朝礼時に当⽇の利⽤
時についてカンファレンスを⾏う。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・段差にもクッションマットや滑り⽌めをつける
・トイレには簡易的な⼿すりをつけ安全性を⾼める。

2

・保護者に向けて実施の希望を伺う。
・ペアトレの研修を受け、職員のスキル向上をする。

3

・保護者参加ができるようなイベントの考案
・保護者会の実施

運動療育をメインとしたプログラムを毎⽇おこなっており、
⾝体を動かすことができる

・毎⽇、異なった内容の運動プログラムを実施し、あらゆる
機能を使い感覚統合を⽬指している。
・⽇々の取り組みに対して記録をし、振り返りをすることで
次回のプログラムの質の向上を図っている。

部屋がしっかりと区切られており、活動に応じて環境設定が
なされている

・パーテーション等を⽤いて視覚的な区切りも作っている。
・⼈数が多いと感じた時は、活動の部屋を分けて過ごしやす
いように環境を整えている。

職員間の連携が密に取れており、共有ができている ・共有事項のノートを作り、常に職員が出勤時にチェックし
ている。
・朝礼、終礼時に１⽇の振り返りをおこない、フィードバッ
クをしている。

保護者間での交流の機会がない ・保護者会の実施ができていない。
・保護者同⼠での関わる機会がない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

段差や階段があり、バリアフリー化ができていない ・段差がある
・階段がある
・トイレに⼿すりがない

家族⽀援プログラムが実施できていない ・事業所としてペアトレ等の実施経験がない

2025年 5⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 2⽉ 25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キミイロLAB

○保護者評価実施期間 2025年 5⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


